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第５回環境放射能除染学会企画セッション（７月７日 １５時～１７時３０分） 

「福島の環境回復に向けた環境創造センターの役割」 

第１部 環境創造センター構成機関からの取組みの紹介 

 

 

KS2-2 環境回復の課題と対応 －JAEAの取組み－ 

       宮原 要（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 福島研究開発部門  

 福島環境安全センター長） 

 

東京電力福島第一原子力発電所の事故から５年が経過し、福島の復興・再生は着実な進展が

見られるものの、多様化している地域・個人からのニーズにきめ細かく対応しつつ、環境回復

の取り組みを粘り強く続け、住民の安全安心の確保に貢献することが求められている。 

このような状況を踏まえ、福島の環境回復に向けた課題への対応として、①広域の空間線量

率評価、② 流域圏でのセシウムの移動と蓄積の評価、③ 個人線量評価、④ 除染除去物の減容

化について、JAEAの取組みを報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




